
湘南工科大学
湘南工科大学附属高等学校
避難所運用の変更箇所について

１．従事職員到着前の対応
２．事前受付（トリアージ）での案内内容



１．従事職員到着前の対応

これまでの運用と課題

・従事職員到着まで、大学・高校の皆さまに初期対応を
一手に担っていただいていた。

→本来あるべき姿（施設管理者と従事職員、地域住民が
共に運営していくこと）と大きく乖離してしまっていた。
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今後の運用

・従事職員が到着するまでは大学・高校の皆さまに立て看板
を掲出いただきつつ、従事職員が参集できていなければ
辻堂市民センターから職員が向かい、対応する。

→立て看板で開設準備中であることを周知。
→到着した市職員は避難してきた地域住民に協力を依頼
しながら、避難者の誘導を行う。

１．従事職員到着前の対応
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対応例１：地震（津波のおそれあり）
→大学・高校の皆さまに入口に「津波避難先：○○棟○階」
の看板を掲出いただく。
（身の安全を第一とし、人による避難誘導は行わない）
→市職員は警報解除まではセンター待機※
→警報解除後、看板を「避難所開設準備中」に切り替える。
→以降は対応例２のとおり

※待機中も大学・高校事務局と連絡を取り合い、警報解除後、
スムーズに動けるよう努める。

１．従事職員到着前の対応
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対応例１ 津波警報中：イメージ図

１．従事職員到着前の対応

立て看板…

津波避難ルート…

１．立て看板設置後、速やかに避難
２．避難者は看板を見て避難
※津波避難ルートは2025年7月30日の15時半

時点の避難状況を再現したもの。

３．警報解除後は対応例２のとおり

※図は湘南工科大学様のホームページより引用
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対応例２：地震（津波のおそれなし）
→大学・高校の皆さまに入口に「避難所開設準備中」の看板
を掲出いただく。

→市職員は到着次第、地域住民と開設準備を行う。
立て看板…

１．従事職員到着前の対応

※職員到着後の開設イメージは「２．事前受付（トリアージ）での案内内容」を参照
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地域の皆さまへのお願い
→非常用持ち出し袋の用意

水や食料など、必要なものを
準備し、持ちだせるようにして
ください。

１．従事職員到着前の対応
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非常用持ち出し袋については
ふじさわ防災ナビを参照



参考：風水害

→センター職員が入口前へ案内看板を設置
※洪水・崖崩れの指定緊急避難場所ではないことの周知

立て看板…

１．従事職員到着前の対応
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２．事前受付（トリアージ）での案内内容

これまでの運用と課題

・避難者自身が大学の体育館と高校の体育館どちらへ
向かうか知っていることを前提に、それぞれの体育館前
で事前受付を実施。

→自治会未所属等、行先のわからない人が考慮されていない。
→それぞれの体育館に専用スペースを設置する必要があり、
開設に必要な人員が多く、動線確保等が煩雑。
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２．事前受付（トリアージ）での案内内容
これまでの運用：イメージ図

避難者ルート…

…

…
自治会分岐点

トリアージ
… 受付9



今後の運用

・自治会をそれぞれの体育館に割り振らない

→体調不良の有無で、それぞれの体育館に振り分け
体調不良あり…高校体育館
体調不良なし…大学体育館
※大学体育館が満員の場合、高校体育館を案内

２．事前受付（トリアージ）での案内内容
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２．事前受付（トリアージ）での案内内容
今後の運用：イメージ図
※開設後はそれぞれの体育館で避難所運営を行う。

避難者ルート…

…

…
自治会分岐点

トリアージ
… 受付11


